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� ●100年前のエネルギー革新

一
○
○
年
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新

―
石
油
と
発
動
機
を
め
ぐ
っ
て
―

エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
の
併
用
で
走
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
が
登
場
し
て
、
約
二
○
年
が

経
つ
。
そ
し
て
近
年
は
、
排
ガ
ス
規
制
の
強

化
の
も
と
、
電
気
自
動
車
へ
と
指
向
が
急
速

に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン

ジ
ン
か
ら
電
気
モ
ー
タ
ー
へ
の
完
全
な
る
移

行
に
は
な
お
数
十
年
か
か
る
で
あ
ろ
う
が
、

電
気
自
動
車
の
歴
史
は
旧
い
。
電
気
自
動
車

は
、
内
燃
機
関
を
動
力
と
す
る
自
動
車
や
蒸

気
機
関
で
走
る
自
動
車
と
と
も
に
、
一
九
世

紀
末
に
、
ほ
ぼ
横
並
び
で
登
場
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
一
世
紀
以
上
を
へ
て
、
自
動
車

の
主
役
と
し
て
や
っ
と
光
が
あ
た
る
存
在
に

な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
○
世
紀
は
実
に
石
油
の
時
代
で
あ
っ
た
。

世
界
の
政
治
や
経
済
、
国
家
間
の
紛
争
は
、

石
油
を
中
心
に
廻
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
広
汎
な
消
費
対

象
で
あ
る
自
動
車
産
業
を
興
し
た
国
こ
そ
が
、

高
い
工
業
生
産
力
を
国
民
経
済
に
反
映
・
普

及
さ
せ
て
、
豊
か
に
な
れ
た
。

こ
こ
で
は
石
油
お
よ
び
内
燃
機
関
に
つ
い

て
の
約
一
世
紀
前
の
革
新
期
を
、
横
浜
に
か

か
か
わ
り
の
あ
る
い
く
つ
か
の
資
料
で
あ
と

づ
け
て
み
よ
う
。

灯
油
販
売
法
を
め
ぐ
っ
て

一
九
世
紀
の
石
油
と
は
主
に
灯
油
で
あ
っ

た
。
一
八
六
○
年
に
産
油
量
世
界
一
位
に
な

っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
当
初
一
バ
レ
ル
（
約
一

五
九
リ
ッ
ト
ル
）
入
り
の
木
樽
で
輸
出
し
た

が
、
荷
積
み
空
間
に
無
駄
が
多
く
、
荷
崩
れ

事
故
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
四
ガ
ロ
ン
入
り

石
油
缶
二
個
を
木
箱
に
詰
め
る
梱
包
法
に
変

え
た
。
開
港
後
の
日
本
で
も
、
ラ
ン
プ
利
用

の
高
ま
り
か
ら
、
灯
油
の
需
要
は
増
加
し
て

い
っ
た
。
そ
の
灯
油
は
、
新
潟
・
北
海
道
・

秋
田
・
静
岡
な
ど
の
国
内
産
油
地
の
製
品
を

除
け
ば
、
明
治
初
頭
か
ら
ア
メ
リ
カ
産
が
圧

倒
的
で
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会

や
ス
ミ
ス
・
ベ
ー
カ
ー
商
会
な
ど
の
横
浜
の

外
国
商
館
を
つ
う
じ
て
普
及
し
て
い
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
産
灯
油
に
対
抗
し
た
の
は
ロ
シ

ア
産
灯
油
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
ジ
ャ
ー
デ

ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
が
明
治
二
一
（
一
八

八
八
）
年
に
ロ
シ
ア
産
灯
油
を
輸
入
し
た
こ

と
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

サ
ミ
ュ
エ
ル
商
会
は
、
明
治
二
三
年
に
、
ア

メ
リ
カ
灯
油
の
箱
積
み
輸
送
に
対
し
て
、
タ

ン
カ
ー
で
運
ぶ
い
わ
ゆ
る
撒ば
ら

積
み
（
バ
ル
ク
）

方
式
を
採
用
し
た
。
積
載
効
率
が
高
い
上
に
、

ア
メ
リ
カ
産
灯
油
は
、
東
海
岸
か
ら
ア
ジ
ア

に
輸
送
す
る
の
に
、
喜
望
峰
ま
わ
り
の
帆
船

で
三
ヶ
月
以
上
を
要
し
た
が
、
ロ
シ
ア
産
油

の
送
り
出
し
地
で
あ
る
黒
海
の
バ
ツ
ー
ム
か

ら
は
一
ヶ
月
程
度
で
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
運
賃
が
軽
減
、
品
質
も
保
持
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
の
ち
に
「
京
浜
工
場

地
帯
生
み
の
親
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

浅
野
総
一
郎
は
、
明
治
二
六
（
一
九
九
三
）

年
、
浅
野
石
油
部
を
立
ち
上
げ
、
サ
ミ
ュ
エ

ル
商
会
の
ロ
シ
ア
産
灯
油
の
名
古
屋
以
東
の

販
売
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
（
以
西
は
大
阪

露
油
合
資
会
社
）。
一
一
月
一
五
日
に
は
平

沼
に
巨
大
な
タ
ン
ク
が
設
置

さ
れ
、
横
浜
浅
野
油
槽
所
が

完
成
し
た
。
そ
し
て
油
槽
所

の
灯
油
を「
扇
印
タ
ン
ク
油
」

と
称
し
、
タ
ン
ク
馬
車
を
使

っ
て
市
中
に
盛
ん
に
売
っ
た

の
で
あ
る
（
浅
野
の
石
油
事

業
全
般
は
、
阿
部
聖
「
近
代

日
本
石
油
産
業
の
生
成
・
発

展
と
浅
野
総
一
郎
」『
中
央

大
学
企
業
研
究
所
年
報　

第

９
号
』
一
九
八
八
年
刊
を
参

照
）。こ

の
よ
う
な
サ
ミ
ュ
エ
ル

商
会
の
動
き
に
対
し
て
、
ア

メ
リ
カ
石
油
界
の
雄
、
紐
育

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

（Standard O
il Com

pany 
of N

ew
 Y

ork 

ソ
コ
ニ
ー
）

が
、
横
浜
支
店
を
置
い
て
対

日
事
業
を
開
始
し
た
の
は
、

平
沼
油
槽
所
の
完
成
に
半
年

先
だ
つ
、
明
治
二
六
年
五
月

一
二
日
で
あ
っ
た
。
ソ
コ
ニ
ー
は
、
横
浜
の

有
力
石
油
商
で
あ
る
増
田
増
蔵
・
安
部
幸
兵

衛
・
桑
原
福
次
郎
を
指
定
引
取
商
と
し
て
販

売
網
の
強
化
を
は
か
っ
た
。

図
１
は
、
浅
野
石
油
部
が
発
行
し
た
平
沼

油
槽
所
の
絵
は
が
き
で
あ
る
。
表
面
の
消
印

は
明
治
三
七
年
一
月
一
二
日
、
油
槽
所
が
開

業
し
て
一
○
年
ほ
ど
経
っ
た
時
期
の
も
の
で

あ
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
商
会
は
、
明
治
三
三（
一

九
○
○
）
年
に
石
油
部
門
を
、
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ
ン
石
油
株
式
会
社
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。

ま
た
灯
油
の
海
上
輸
送
と
タ
ン
ク
馬
車
で
の

販
売
に
、
横
浜
の
回
漕
業
者
・
上
野
亀
太
郎

が
活
躍
し
、
上
野
運
輸
の
基
礎
を
築
い
た
。

浅
野
自
身
も
、
東
京
・
名
古
屋
・
浜
松
・

静
岡
・
沼
津
・
国
府
津
・
平
塚
・
水
戸
・
高

崎
・
仙
台
に
油
槽
所
を
設
け
て
、
タ
ン
ク
貨

車
を
用
い
て
鉄
道
で
灯
油
を
送
っ
た
。
明
治

三
一
年
に
は
新
潟
県
長
岡
に
北
越
浅
野
石
油

部
を
設
置
し
て
、
石
油
事
業
へ
の
関
与
を
深

め
た
ば
か
り
か
、
明
治
二
九
年
に
東
洋
汽
船

を
設
立
し
て
、
バ
ツ
ー
ム
か
ら
ロ
シ
ア
産
灯 図１　浅野石油部・平沼油槽所〔絵はがき〕� 横浜市史資料室蔵
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油
を
運
ぶ
航
路
を
開
い
て
い
る
。

絵
は
が
き
は
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
と
浅
野

に
よ
る
撒
積
み
灯
油
の
販
売
の
あ
り
さ
ま
が

集
約
さ
れ
て
い
る
。
扇
印
タ
ン
ク
油
の
相
場

価
格
と
特
長
を
中
央
に
配
し
、
上
段
に
平
沼

の
油
槽
、
タ
ン
ク
貨
車
、
信
号
台
（
陸
揚
げ

の
施
設
か
）
が
、
下
段
に
、
タ
ン
ク
馬
車
、

タ
ン
ク
船
ク
ー
ボ
ー
号
、「
注
射
場
」
す
な

わ
ち
灯
油
を
石
油
缶
に
注
入
す
る
部
屋
が
、

そ
れ
ぞ
れ
撮
さ
れ
て
い
る
。

ソ
コ
ニ
ー
が
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
の
販
売

方
式
に
学
ん
で
撒
積
み
に
踏
み
切
る
の
は
、

明
治
四
○
（
一
九
○
七
）
年
で
あ
る
。
同
年

広
島
・
糸
崎
、
横
浜
・
平
沼
、
大
阪
・
安
倍

川
と
油
槽
所
の
開
設
が
つ
づ
き
、
全
国
に
供

給
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

南
北
石
油
と
動
力
用
途

石
油
精
製
は
、
原
油
を
も
と
に
、
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
・
軽
油
・
重
油
・
潤
滑
油
・
ナ
フ

サ
、
な
ど
の
用
途
に
応
じ
た
製
品
を
作
り
出

す
化
学
工
業
で
あ
る
。
原
油
そ
の
も
の
の
性

質
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、
精
製
技
術
の

精
度
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
揮
発

性
の
高
い
製
品
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
。
国

内
最
大
の
原
油
産
出
量
を
誇
っ
た
新
潟
県
は
、

明
治
期
に
日
本
石
油
を
は
じ
め
と
し
て
精
製

業
が
発
達
し
、
灯
油
ば
か
り
か
、
軽
油
・
重

油
・
潤
滑
油
な
ど
の
需
要
に
応
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
を
ピ

ー
ク
に
生
産
量
は
減
少
す
る
。

今
日
の
石
油
精
製
は
外
国
産
原
油
の
み
で

あ
り
、
製
油
所
は
臨
海
部
工
業
地
帯
に
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
最
初
の
外
国
産
原
油
の
製
油

所
は
、
明
治
四
○
（
一
九
○
七
）
年
一
一
月

に
操
業
が
開
始
さ
れ
た
、
南
北
石
油
会
社
横

浜
製
油
所
で
、
精
製
施
設
は
、
東
海
道
線
と

今
井
川
に
挟
ま
れ
た
保
土
ヶ
谷
の
一
角
に
あ

っ
た
。
落
成
式
は
翌
四
一
（
一
九
○
八
）
年

五
月
。
帷
子
川
河
口
で
原
油
を
陸
揚
げ
し
て

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
保
土
ヶ
谷
ま
で
送
っ
た
。

ち
な
み
に
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
も
、
製

油
所
建
設
を
四
一
年
七
月
、
福
岡
県
西
戸
崎

に
す
す
め
て
、
翌
四
二
年
七
月
に
竣
工
を
み

て
い
る
。

南
北
石
油
横
浜
製
油
所
は
、
浅
野
総
一
郎

が
構
想
し
た
東
西
石
油
株
式
会
社
を
継
承
し

て
開
業
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
東
洋
汽
船
が

外
国
産
原
油
の
運
送
を
担
い
、
精
製
し
て
各

種
石
油
製
品
を
生
み
出
し
、
浅
野
石
油
部
が

培
っ
た
販
路
で
販
売
す
る
一
貫
的
事
業
の
核

心
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
浅
野
の
石
油
事

業
の
構
想
は
、
動
力
燃
料
と
し
て
積
極
的
に

位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
左
が
、

明
治
四
一
年
に
東
洋
汽
船
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
航
路
に
就
航
さ
せ
た
豪
華
客
船
天
洋
丸
・

地
洋
丸
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
破
格
に
巨

大
な
石
油
燃
料
船
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
浅
野
が
企
て
た
外
国
産
原
油
精

製
は
、
原
油
輸
入
関
税
問
題
で
、
日
本
石
油

の
内
藤
久
寬
ら
引
き
上
げ
派
と
激
し
く
対
立

し
て
破
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

落
成
式
の
翌
月
に
横
浜
製
油
所
は
、
浅
野
が

取
締
役
を
つ
と
め
る
宝
田
石
油
に
売
却
さ
れ

て
、
保
土
ヶ
谷
で
の
石
油
精
製
は
明
治
四
五

（
一
九
一
二
）
年
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ

の
後
解
体
さ
れ
た
製
油
施
設
は
、
長
岡
ほ
か

の
宝
田
石
油
の
製
油
所
に
移
っ
て
い
っ
た
。

五
年
と
い
う
短
い
期
間
、
保
土
ヶ
谷
で
試

み
ら
れ
た
外
国
産
原
油
の
精
製
事
業
は
、
浅

野
総
一
郎
の
起
業
家
と
し
て
の
生
涯
の
中
で

語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
し
か
し
南
北
石

油
の
動
力
燃
料
へ
の
指
向
性
は
以
下
の
資
料

か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
立
国
会
図
書
館
が
架
蔵
す
る
、
南
北
石

油
株
式
会
社
庶
務
課
編
『
石
油
発
動
機
及
汽

罐
汽
機
統
計
』（
一
九
○
八
年
八
月
刊
）
は
、

全
国
の
石
油
発
動
機
と
汽
罐
汽
機
の
使
用
目

的
・
馬
力
・
所
有
者
住
所
・
所
有
者
氏
名
を

記
録
し
た
名
簿
で
あ
り
、
今
後
蒸
気
汽
罐
か

表１　石油発動機所有者（現横浜市域内）� 明治40年末
使用目的 馬力 住所 所有者氏名 使用目的 馬力 住所 所有者氏名

自家用 50 山下町８ 紐育スタンダード石油 製粉 3 長者町3-20 齋藤福太郎

〔石材加工〕 45 中村町739 日本石材共同株式会社 〔サイダー〕 3 尾上町4-67 秋元巳之助

木挽 30 久良岐郡六浦荘村三分1656 相川文五郎 〔真鍮機器・鋳物〕 3 三吉町1-5 石田和助

造船 24 中村町1393 渡辺忠右衛門 石版印刷 3 吉浜町15 小林弥吉

木挽 12 久良岐郡六浦荘村三分1656 相川文五郎 不詳 3 蓬莱町3-38 内山要助

不詳 12 都筑郡新田村新羽4033 吉田金蔵 銃砲製造 3 高島町7-14 山中彦次郎

肥料製造 10 西平沼町122 横浜肥料製造株式会社 精米 3 青木町885 加藤定吉

病院用 10 山手町40 独逸海軍病院 鉄工 3 扇町5-150 佐藤萬蔵

自家用 8 山下町211 ハント商会 羽二重織物 3 南仲通2-26 岡部菊太郎

不詳 8 山手町120 マルテン・ブリューメル 精米 3 富士見町1-6 蟹江栄太郎

石鹸製造 8 久良岐郡屏風ヶ浦村磯子873 山川伊之助 不詳 3 都筑郡山内村石川1024 飯島次郎吉

精米 7 橘樹郡大綱村篠原1103 田中松吉 精米 2 南太田2232 村田直二郎

綿打 6 南吉田町字六ッ目 榊原常吉 製粉 2 翁町2-62 石渡利作

精米 6 橘樹郡城郷村字六角橋325 飛騨村幸太郎 飲料水製造 2 不死町2-185 井上勝次郎

鋳物 5 平沼町3-34 内田光次郎 不詳 2 不老町4-243 石川寅之助

鉄工 5 平沼町1-11 田中傳次郎 不詳　 2 松影町3-119 吉沢萬吉

造船 5 青木町3615 梅原竹次郎 精米 2 吉岡町1-7 長谷川貞助

精米 5 都筑郡中川村山田1159 栗原七郎 製綿 2 根岸町3876 近藤春吉

精米 5 都筑郡二俣川村二俣川5054 新堀嘉一 印刷 2 山下町55 ジャパンメール新聞社

鉄工 4 高島町305 小松原新蔵 機械製造 2 寿町3-118 鈴木岩次郎

精米 4 神奈川町890 小川豊吉 不詳 2 羽衣町1-36 倉沢米知加

精米 4 橘樹郡生見尾村寺尾1404 松澤亀吉 不詳 2 中村町643 神林千代吉

精米 4 橘樹郡生見尾村生麦1150 上田與八 木工生地製造 2 萬代町2-35 島津虎二

精米 4 橘樹郡子安村子安2298 横山文吉 造船 2 平沼町4-34 福田要蔵

精米 4 都筑郡都田村川和862 大谷茂三郎 印刷 2 山下町60 ジャパンヘラルド会社

精米 4 都筑郡中川村大棚386 吉野茂吉 精米 2 西戸部町502 水野伊之吉

精米 3 平沼町2-19 水橋儀作 麦押割 1 戸部町3-61 齋藤亀次郎

鉄工 3 平沼町3-34 猪亦彦太郎 不詳 1 久良岐郡金沢村富岡1962 鹿島源左衛門

資料：南北石油株式会社庶務課編『石油発動機及汽罐汽機統計』1908年刊。　使用目的の〔　　　　　〕内は人名録等によって補足した。
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ら
内
燃
機
関
へ
と
動
力
が
移
行
す
る
と
の
予

測
か
ら
、
石
油
の
需
要
拡
大
を
見
込
ん
で
実

施
し
た
市
場
調
査
と
考
え
ら
れ
る
。「
石
油

発
動
機
の
部
」
が
二
、六
七
〇
件
、「
汽
罐
汽

機
之
部
」
が
五
、一
八
一
件
。
合
計
七
、八
五

一
件
の
本
格
的
な
調
査
で
あ
っ
た
。

石
油
発
動
機
と
は
、
灯
油
を
燃
料
と
し
て

動
か
す
一
馬
力
か
ら
五
○
馬
力
程
度
ま
で
の

内
燃
機
関
で
あ
る
。
全
国
的
趨
勢
を
み
る
紙

幅
は
な
い
の
で
、
現
在
の
横
浜
市
域
に
あ
っ

た
石
油
発
動
機
（
明
治
四

○
年
末
）
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
そ
の
数
は
五
六

件
で
あ
る
（
表
１
）。

市
域
に
あ
っ
た
最
大
の

石
油
発
動
機
は
、
ソ
コ
ニ

ー
所
蔵
の
五
○
馬
力
で
全

国
第
二
位
で
あ
る
が
、
使

用
目
的
は
不
明
で
あ
る

（
全
国
最
大
は
、
石
川
県

の
野
田
吉
兵
衛
が
所
有
す

る
硫
酸
・
肥
料
製
造
用
の

発
動
機
で
一
七
〇
馬
力
と

突
出
し
て
大
き
い
。
し
か

し
一
基
で
な
い
可
能
性
も

あ
る
）。
横
浜
市
域
で
高
出

力
の
も
の
と
し
て
は
、
石

材
や
木
材
加
工
の
動
力
で
、

中
村
町
の
日
本
石
材
共
同

株
式
会
社
が
四
五
馬
力
、

金
沢
の
相
川
文
五
郎
所
有

「
木
挽
」
の
二
基
が
三
○

馬
力
と
一
二
馬
力
。
造
船

業
渡
辺
忠
右
衛
門
が
中
村

町
に
備
え
た
二
四
馬
力
は
、

工
作
機
械
を
動
か
す
た
め

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ド
イ

ツ
海
軍
病
院
の
一
○
馬
力

は
不
詳
。そ
の
他
、鋳
物
・

鉄
工
・
精
米
・
製
粉
や
飲
料
水
製
造
、
印
刷

に
用
い
ら
れ
る
も
の
な
ど
、
五
馬
力
以
下
の

機
関
が
四
分
の
三
と
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
様
に
汽
罐
汽
機
四
二
件
に
つ
い
て
検
討

し
よ
う
（
表
２
）。
横
浜
共
同
電
灯
の
三
、

○
七
五
馬
力
は
突
出
し
た
高
出
力
。
鉄
道
車

両
修
理
工
場
、
造
船
、
麦
酒
製
造
な
ど
が
大

き
い
が
、
石
油
発
動
機
と
競
合
し
う
る
五
○

馬
力
以
下
の
蒸
気
汽
罐
も
多
い
。
製
糸
業
の

数
が
目
を
ひ
く
も
の
の
、
原
料
繭
の
繰
り
湯

や
繭
乾
燥
の
熱
源
と
し
て
ボ
イ
ラ
ー
を
使
う

の
で
、
蒸
気
汽
罐
か
ら
発
動
機
へ
の
移
行
は

見
込
め
な
か
っ
た
。そ
れ
で
も
機
械
・
猟
銃
・

茶
箱
・
陶
磁
器
・
洋
菓
子
・
繊
維
な
ど
の
汽

罐
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス

で
熱
効
率
が
よ
く
、
扱
い
や
す
い
流
体
燃
料

の
利
点
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
発
動
機
が
代
替

で
き
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
。

灯
油
・
軽
油
・
重
油
や
潤
滑
油
な
ど
の
石

油
製
品
輸
入
が
旺
盛
で
あ
っ
た
明
治
末
期
、

浅
野
総
一
郎
が
保
土
ヶ
谷
で
試
み
た
輸
入
原

油
精
製
事
業
は
先
駆
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
国
内
の
原
油
産
出
量
が
頭
打
ち
に

な
り
、
一
方
で
第
一
次
大
戦
好
況
に
よ
る
重

工
業
化
の
進
展
と
、
揮
発
油
需
要
の
高
ま
り

を
み
て
の
ち
に
本
格
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

原
油
関
税
問
題
で
蹉
跌
し
た
も
の
の
、
浅
野

の
石
油
事
業
の
構
想
と
、
動
力
需
要
転
換
の

見
通
し
は
、
約
一
五
年
先
を
見
据
え
て
い
た

の
で
あ
る
。

石
油
発
動
機
導
入
と
外
国
商
人

現
在
、
国
立
科
学
博
物
館
に
は
、
明
治
二

○
年
代
に
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
が
購
入

し
た
内
燃
機
関
と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
四
サ
イ

ク
ル
石
炭
ガ
ス
機
関
、
オ
ッ
ト
ー
四
サ
イ
ク

ル
ガ
ソ
リ
ン
機
関
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
機
関
が

保
存
さ
れ
て
い
る
（
日
本
内
燃
機
関
連
合
会

編
『
日
本
に
お
け
る
原
動
機
技
術
の
発
展
の

歴
史
』
二
○
一
四
年
刊
）。

国
内
市
場
へ
の
内
燃
機
関
の
導
入
は
、
取

り
扱
い
の
説
明
、
部
品
の
供
給
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
必
要
な
ど
か
ら
、
外
国
商
館
が
担
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月
五
日
、

神
田
錦
輝
館
で
の
活
動
写
真
の
東
京
初
上
映

で
、
光
源
と
な
る
発
電
機
を
回
し
た
の
は
、

東
京
神
田
須
田
町
・
十
文
字
商
会
の
石
油
発

動
機
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
映
画
伝
来
期
の
逸

話
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

十
文
字
商
会
が
発
行
し
た
発
動
機
の
資
料

と
し
て
現
在
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

は
、『
欧
州
最
新
式
石
油
発
動
機
及
石
油
発

動
機
自
転
車
図
説　

第
三
版
』（
一
八
九
七

年
／
個
人
蔵
／
図
２
）
と
、『
欧
州
新
式
石

油
瓦
斯
発
動
機
図
説　

第
六
版
』（
一
八
九

八
年
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
西
垣
文
庫
蔵
）

で
あ
る
。
第
六
版
に
掲
載
さ
れ
た
商
会
主
十

文
字
信
介
の
巻
頭
言
に
は
、
み
ず
か
ら
が
石

油
発
動
機
の
輸
入
を
企
て
ん
と
し
た
と
こ
ろ
、

「
相
約
せ
る
が
如
く
其
輸
入
を
企
て
た
る
は

横
浜
居
留
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
氏
及
ワ
イ
ン

ベ
ル
ゲ
ル
氏
等
に
し
て
大
に
便
宜
を
協
議
上

に
得
た
り
し
」
と
あ
る
。
十
文
字
信
介
は
、

自
ら
石
油
発
動
機
の
輸
入
を
主
体
的
に
取
り

組
ん
だ
、
と
の
文
意
で
は
あ
る
が
、
外
商
フ

ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
会
と
ワ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル

表２　汽罐汽機所有者（現横浜市域内）� 明治39年末
使用目的 馬力 住所 所有者氏名 使用目的 馬力 住所 所有者氏名

電気 3075 裏高島町 横浜共同電灯株式会社 製粉 3 長者町3-20 齋藤福太郎

電車付属品修理製作 800 高島町 横浜電気鉄道株式会社修理工場 〔サイダー〕 3 尾上町4-67 秋元巳之助

船舶諸器械製造修理 590 入船町 横浜船渠株式会社 〔真鍮機器・鋳物〕 3 三吉町1-5 石田和助

麦酒醸造 238 山手町 日本麦酒醸造株式会社 石版印刷 3 吉浜町15 小林弥吉

汽機製造 150 山下町 ヨコハマ・エンジン・アンド・アイアンワークス 不詳 3 蓬莱町3-38 内山要助

絹糸紡績 100 都筑郡西谷村 富士紡績株式会社保土ヶ谷工場 銃砲製造 3 高島町7-14 山中彦次郎

電線製造 75 裏高島町 横浜電線株式会社 精米 3 青木町885 加藤定吉

魚油精製椰子油 60 材木町 横浜魚油株式会社 鉄工 3 扇町5-150 佐藤萬蔵

汽機汽罐諸器械製造 48 萬代町 太田鉄工所 羽二重織物 3 南仲通2-26 岡部菊太郎

麦酒製造 45 橘樹郡保土ヶ谷町 東京麦酒株式会社 精米 3 富士見町1-6 蟹江栄太郎

汽罐汽機船舶 32 山下町 ピーターソン・エンジニアリング・カンパニー 不詳 2 不老町4-243 石川寅之助

生糸 30 鎌倉郡中川村 改良合名会社 不詳　 2 松影町3-119 吉沢萬吉

茶箱製造 23 山下町 器械製造所 精米 2 吉岡町1-7 長谷川貞助

油類製造 20 青木町 岩井製油合資会社 製綿 2 根岸町3876 近藤春吉

生糸 17 鎌倉郡中和田村 持田製糸場 印刷 2 山下町55 ジャパンメール新聞社

猟銃及付属品 15 高島町 金丸銃砲工場 機械製造 2 寿町3-118 鈴木岩次郎

機器製造 15 久良岐郡屏風浦村 磯子不動産合名会社 不詳 2 羽衣町1-36 倉沢米知加

陶磁器製造 11 南太田町 真葛陶磁器製造所 不詳 2 中村町643 神林千代吉

船舶修理 11 高島町 渡辺造船鉄工所 木工生地製造 2 萬代町2-35 島津虎二

絹布精錬染色 10 高島町 出口整理工場 造船 2 平沼町4-34 福田要蔵

ビスケット製造 8 末広町 横浜製菓合資会社 印刷 2 山下町60 ジャパンヘラルド会社

資料：南北石油株式会社庶務課編『石油発動機及汽罐汽機統計』1908年刊。
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商
会
が
輸
入
し
、
十
文
字
商
会
が
普
及
さ
せ

た
と
い
う
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。。

十
文
字
商
会
の
『
図
説
』
第
六
版
に
は
、

石
油
発
動
機
の
全
国
の
導
入
実
績
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
不
明
な
人
名
も
多
い
が
、
判
明

す
る
か
ぎ
り
を
業
種
別
に
区
分
す
れ
ば
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

【
印
刷
】
国
光
社
・
金
港
堂
書
籍
・
東
京
新

聞
社
・
文
英
社
・
三
共
社
・
大
阪
森
川
石
版

所【
繊
維
】
大
井
村
毛
布
製
造
所
・
前
田
麻
糸

製
造
所

【
鉱
山
】
秋
田
田
子
内
鉱
山
・
下
小
阪
藤
田

組
鉱
山
・
三
菱
荒
川
鉱
山
・
山
形
吉
野
鉱
山
・

別
子
銅
山

【
電
気
機
械
】
横
浜
電
線
・
三
井
組
芝
浦
工

場
・
名
古
屋
車
輌
製
造

【
そ
の
他
】
野
々
村
ガ
ラ
ス
製
造

所
・
葡
萄
酒
製
造
神
谷
傳
兵
衛
・

農
商
務
省
蚕
糸
検
査
所
・
水
産
博

覧
会
・
逓
信
省

ま
た
、
第
三
版
に
は
、
石
油
発

動
機
の
動
力
と
、
動
か
す
べ
き
装

置
と
の
接
合
工
事
を
請
け
負
う
、

器
械
師
・
柏
原
榮
太
郎
（
築
地
）

と
大
工
・
鶴
田
音
太
郎
（
麹
町
）

の
二
者
を
紹
介
し
て
い
る
。
揮
発
性
が
高
く
、

少
量
し
か
製
出
で
き
な
い
ガ
ソ
リ
ン
に
比
し

て
、
灯
油
を
燃
料
と
す
る
発
動
機
は
一
九
世

紀
末
の
燃
料
事
情
に
適
合
し
た
内
燃
機
関
で

あ
っ
た
。

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の
導
入

『
欧
州
最
新
式
石
油
発
動
機
及
石
油
発
動

機
自
転
車
図
説　

第
三
版
』
に
は
、
十
文
字

商
会
が
輸
入
に
か
か
わ
り
、
国
内
を
最
初
に

走
っ
た
二
輪
自
動
車
「
石
油
発
動
機
自
転
車
」

（
図
３
）
に
つ
い
て
の
新
聞
各
社
の
記
事
を

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
版
・
第
六
版
と

も
に
こ
の
「
石
油
発
動
機
自
転
車
」
を
「
本

商
会
独
逸
人W

einberger

氏
と
申
合
卒
先

日
本
に
誘
引
せ
る
も
の
と
す
」
と
あ
る
。
当

時
の
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
を
確
認

し
た
か
ぎ
り
、
日
本
国
内
に
居
住
す
る

W
einberger
は
、
横
浜
居
留
地
四
六
番

C.W
einberger&

co.
の
ワ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
以

外
に
見
当
た
ら
な
い
。「
本
商
会
独
逸
人
」

の
実
際
は
、
取
引
の
あ
るC.W

einberger

そ

の
人
で
あ
ろ
う
。『
中
央
新
聞
』
明
治
二
九

年
一
月
七
日
に
は
「
一
時
間
六
十
哩
の
自
転

車
」
と
し
て
、
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

「
新
年
匆
々
横
浜
に
到
着
し
た
る
自
転
車
は

独
逸
国
ラ
イ
プ
ジ
ッ
ヒ
の
ゲ
ル
バ
ー
ト
イ
ー

メ
社
製
に
し
て
普
通
自
転
車
に
石
油
発
動
機

を
応
用
し
一
時
間
の
速
力
は
極
め
て
平
坦
な

る
道
路
な
ら
ば
六
十
哩
は
容
易
に
行
進
す
べ

く
〔
中
略
〕
新
発
明
機
械
の
輸
入
に
熱
心
な

る
十
文
字
信
介
氏
は
早
く
も
一
手
販
売
の
特

約
を
結
び
た
る
由
」

こ
の
記
事
に
ワ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
商
会
の
名

は
な
い
が
、
ワ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
商
会
が
ゲ
ル

バ
ー
ト
イ
ー
メ
社
（Gerhardt &

 O
ehm

e

）

の
代
理
店
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ジ
ャ
パ

ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
の
一
八
九
七
年
版
か

ら
判
明
す
る
。
整
理
す
れ
ば
、
ワ
イ
ン
ベ
ル

ゲ
ル
商
会
が
輸
入
し
、
横
浜
に
も
た
ら
さ
れ

た
石
油
発
動
機
自
転
車
を
「
十
文
字
信
介
氏

は
早
く
も
一
手
販
売
の
特
約
を
結
」
ん
だ
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
こ
そ
が
、
前
年

に
発
売
さ
れ
た
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
＆
ヴ
ォ

ル
フ
ミ
ュ
ー
ラ
ー（H

ildebrand &
 W

olfm
uller

／
Ｈ
＆
Ｗ
）
で
あ
り
、
世
界
初
の
量
産
車
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
岩
立
喜
久
雄
氏
の
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
岩
立
氏
は
、

「
石
油
発
動
機
自
転
車
」
と
は
あ
る
も
の
の
、

燃
料
は
揮
発
油
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
Ｈ

＆
Ｗ
は
、
蒸
気
機
関
車
と
同
じ
よ
う
に
、
動

力
を
ク
ラ
ン
ク
で
後
輪
に
伝
え
る
と
い
う
、

絶
後
の
機
構
で
走
る
も
の
で
あ
っ
た
。

十
文
字
信
介
は
、
一
月
一
九
日（
日
曜
日
）

に
東
京
の
皇
居
前
で
Ｈ
＆
Ｗ
の
試
運
転
を
実

施
し
た
。
そ
し
て
未
だ
見
た
こ
と
の
な
い
乗

り
物
の
登
場
を
、
多
く
の
新
聞
が
驚
き
を
も

っ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
４
）。

二
年
後
の
明

治
三
一
（
一
八

九
八
）
年
二
月
、

フ
ラ
ン
ス
人
テ

ブ
ネ
が
日
本
に

持
ち
込
ん
だ
四

輪
自
動
車
「
パ

ナ
ー
ル
・
ル
バ

ッ
ソ
ー
ル
」
は
、

築
地
～
上
野
間

を
走
っ
て
注
目

さ
れ
、
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー

の
風
刺
絵
に
よ

っ
て
今
日
で
は
、

歴
史
的
に
広
く

知
ら
れ
る
史
実
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
し
て
、
先
行
し
た
Ｈ
＆
Ｗ
の
走

行
は
現
代
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

十
文
字
商
会
に
よ
る
積
極
的
Ｐ
Ｒ
が
奏
功
し

て
か
、
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
た
新
聞
の
数

な
ど
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
Ｈ
＆
Ｗ
の
試
運

転
の
ほ
う
が
一
九
世
紀
末
当
時
の
東
京
に
大

き
な
衝
撃
を
あ
た
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
疾
走
す
る
ス
ピ
ー
ド
、
エ
ン
ジ
ン

音
、
排
気
ガ
ス
の
臭
い
。
二
○
世
紀
後
半
に

は
社
会
問
題
、
地
球
環
境
問
題
と
な
る
こ
れ

ら
を
、
世
紀
末
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
体
感

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

�

（
平
野
正
裕
）

【
付
記
】「
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の
導
入
」
は
、
岩

立
喜
久
雄
氏
が
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
た
「
日

本
自
動
車
百
年
史
」
を
参
考
と
し
ま
し
た
。（
現
在

は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
）。

図２　�『欧州最新式石油発動機及石油発
動機自転車図説　第三版』� 個人蔵

図３　『第三版』に示された
　　　石油発動機自転車の図

図４　�「石油発動自転車試運転　上」の冒頭部分と挿絵
　　　『毎日新聞』明治29年1月21日


